
品質レポートツール

この章では品質レポートツール（QRT）について説明します。QRTは、Cisco Unified IP Phone
の音声品質や一般的な問題に関するレポートツールで、1つのサービスとして動作し、IP Phone
のオーディオおよびその他の一般的な問題を簡単かつ正確にレポートすることができます。QRT
は、Cisco Unified Communications Managerのインストールとともに自動的にロードされます。ま
た、Cisco Extended Functions（CEF）サービスによってサポートされています（Cisco Extended
Functionsサービスの詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参照
してください）。

システム管理者は、ソフトキーテンプレートの作成、設定、および割り当てによって、ユーザ

の IP Phoneに [品質]ソフトキーを関連付けることで QRT機能を使用可能にできます。 QRTを
使用するユーザインタラクションの量に応じて、2つの異なるユーザモードを選択できます。

システムは、QRTを設定し、レポートを表示するための権限として管理者特権をユーザに与
えます。

（注）

• QRTの設定, 2 ページ

• 品質レポートツール機能, 3 ページ

• QRTのシステム要件, 6 ページ

• Cisco Extended Functionsサービスの依存関係, 7 ページ

• CTIへのセキュアな TLS接続, 8 ページ

• QRTの動作, 10 ページ

• インタラクションおよび制限事項, 16 ページ

• QRT機能のインストールとアクティブ化, 17 ページ

• QRT機能の設定, 18 ページ

• QRT Viewerの使用, 28 ページ

• ユーザへの QRT機能の情報提供, 36 ページ
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• QRT機能のトラブルシューティング, 36 ページ

QRT の設定
品質レポートツール（QRT）は、CiscoUnified IPPhoneの音声品質や一般的な問題に関するレポー
トツールで、1つのサービスとして動作し、IP Phoneのオーディオおよびその他の一般的な問題
を簡単かつ正確にレポートすることができます。 QRTは、Cisco Unified Communications Manager
のインストールとともに自動的にロードされます。また、Cisco Extended Functions（CEF）サービ
スによってサポートされています（Cisco Extended Functionsサービスの詳細については、『Cisco
Unified Serviceability Administration Guide』を参照してください）。

システム管理者は、ソフトキーテンプレートの作成、設定、および割り当てによって、ユーザの

IP Phoneに [品質]ソフトキーを関連付けることで QRT機能を使用可能にできます。 QRTを使用
するユーザインタラクションの量に応じて、異なるユーザモードを選択できます。

次の手順を実行して、Cisco Unified Communications Managerで QRT機能を設定します。

手順

ステップ 1 Standard Userソフトキーテンプレートのコピーを作成し、次のコール状態に対して [品質]ソフト
キーを追加します。

•オンフック

•接続時

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加します。

ステップ 3 [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウを使用して、新しいソフトキーテンプレートをユー
ザの電話機に追加します。

ソフトキーに共通デバイス設定を使用する場合は、共通デバイス設定を電話機の設定に

割り当てることができます。または、各電話機に個別にソフトキーを追加することも

できます。

（注）

ステップ 4 CiscoUnifiedサービスアビリティツールの [ServiceActivation]を使用して、Cisco Extended Functions
サービスをアクティブにします。

ステップ 5 Cisco Unifiedサービスアビリティで、QRTのアラームとトレースを設定します。

ステップ 6 QRTの Cisco Extended Functionsサービスパラメータを設定します。

ステップ 7 QRT Viewerにアクセスして、IP Phoneの問題レポートを作成、カスタマイズ、および表示しま
す。

関連トピック

[品質]ソフトキーを含むソフトキーテンプレートの作成, （18ページ）
共通デバイス設定での QRTソフトキーテンプレートの構成, （22ページ）
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電話機の設定における QRTソフトキーテンプレートの追加, （22ページ）
QRTを使用する場合の Cisco Extended Functionsサービスのアクティブ化, （24ページ）
QRTのアラームおよびトレースの設定, （25ページ）
QRTの Cisco Extended Functionsサービスパラメータの設定, （26ページ）
QRT Viewerの使用, （28ページ）

品質レポートツール機能
この項では、QRT機能のアーキテクチャとさまざまなコンポーネントについて説明します。Cisco
Unified Communications Managerをインストールすると、Cisco Extended Functionsサービスによっ
て、Cisco Unified Communications Managerサーバ上に QRT機能がインストールおよびロードされ
ます。システム管理者は、ソフトキーテンプレートを使用することで QRT機能を使用可能にし
ます。次にシステムパラメータを設定し、Cisco Unifiedサービスアビリティツールをセットアッ
プすることによって、システムにおけるこの機能の動作を定義します。これで QRT Viewerアプ
リケーションを使用して、電話機の問題のレポートを作成、カスタマイズ、および表示できます

（システムには、リアルタイム監視ツールの一部としてQRTViewerアプリケーションが含まれて
います）。

QRTアベイラビリティは、最大で 4種類の異なるコール状態に対して設定でき、2種類の異なる
ユーザモードを選択できます。ユーザモードは、QRTが使用可能なユーザインタラクションの
レベルを決定します。また、詳細な音声品質レポート、またはより一般的な電話機の問題のレポー

ト、および関連統計情報を使用できます。

ユーザの IP Phoneに問題が発生した場合は、接続時コール状態の間にCisco Unified IP Phoneの [品
質]ソフトキーを押すと、この機能を起動できます。サポートされているコール状態で、適切な
問題分類カテゴリを使用することで、IP Phoneに発生している問題に最も当てはまる原因コード
を選択できます。

関連トピック

QRT Viewerの使用, （28ページ）
拡張メニューの選択肢, （11ページ）
問題分類カテゴリと原因コード, （13ページ）

QRT のコンポーネント
多層構成でWebベースのアプリケーションである QRTには、次の重要なコンポーネントが含ま
れています。

•クライアントコンポーネント

◦エンドユーザインターフェイスとしての IP Phoneブラウザ

◦機能およびツールの設定とビューアアプリケーション用の、CiscoUnifiedCommunications
Managerの管理ページのウィンドウ
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•サーバコンポーネント

◦ Cisco Extended Functionsサービス

◦ Skinnyメッセージ用の Cisco Unified Communications Manager

◦ QBEメッセージ用の CTIManager

◦構成データおよびデバイスデータ用のデータベース

◦実行時のデバイス関連情報を収集する Cisco RIS Data Collector

◦アラームインターフェイス

◦システム診断インターフェイス（SDI）トレース

•サービス：ユーザレポートを収集および管理するためのCisco Extended Functionsサービス。
また IP Phone上のユーザインターフェイスの処理や、Cisco RIS Data Collectorへのアラート
通知や SNMPトラップの発行も行います。

•ビューアアプリケーション：リアルタイム監視ツール（RTMT）のトレース収集機能に含ま
れる QRT Viewerアプリケーション。生成されたレポートのフィルタリング、形式設定、お
よび表示を行うことができます。 QRT情報が含まれたトレースファイルを表示すると、レ
ポートが自動的に QRT Viewerで開かれます。

QRT アーキテクチャの概要
QRT機能は、CiscoExtendedFunctionsサービスを使用します。このサービスは、次のインターフェ
イスによって構成されています。

• Cisco CTIManagerインターフェイス（QBEHelper）

• CUCMデータベースインターフェイス（DBLライブラリ）

•スクリーンヘルパーとディクショナリ

• Redundancy Manager

• DB Change Notifier

• SDIトレースおよびアラーム

Cisco Extended Functionsサービスは、Skinnyプロトコル（Cisco Unified IP Phoneと Cisco Unified
CommunicationsManagerの間で使用するプロトコル）およびQuickByteEncodingプロトコル（Cisco
CTIManagerと TSP/JTAPIの間で使用するプロトコル）を介したXMLサービスインターフェイス
（XSI）を使用して電話機と接続します。

ユーザが [品質]ソフトキーを押すと、QRTによってデバイスが開かれ、最大 4つの異なる画面に
問題カテゴリと関連する原因コードが表示され、ユーザのフィードバックを取得できます。

問題を最も適切に説明するオプションをユーザが選択すると、システムはフィードバックをXML
ファイルに記録し、Cisco RISData Collectorにアラートと SNMPトラップを生成するように通知す
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るアラームを発行します。ユーザのインタラクションが完了したことを QRTが検出すると、デ
バイスが閉じられます。

実際にログに記録される情報は、ユーザの選択、および宛先デバイスが Cisco Unified IP Phone
であるかどうかに依存します。

（注）

次の図に、Cisco Extended Functionsサービスのアーキテクチャを示します。

図 1：Cisco Extended Functions サービスのアーキテクチャの使用

Cisco CTIManager インターフェイス（QBEHelper）
QBEHelperライブラリによって、CEFサービスと、構成済みの Cisco CTIManagerとの通信を可能
にするインターフェイスが提供されます。

CUCM データベースインターフェイス（DBL ライブラリ）
DBLライブラリによって、Cisco Unified Communications Managerデータベースで構成および登録
された各種デバイスでCiscoExtendedFunctionsサービスがクエリーを実行するためのインターフェ
イスが提供されます。

スクリーンヘルパーとディクショナリ

Cisco Extended Functionsサービスのスクリーンヘルパーは、Cisco Extended Functionsサービスを
起動したときに、XMLディクショナリファイルを読み取り、インストールされたすべてのロケー
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ルのドキュメントオブジェクトモデル（DOM）オブジェクトを作成します。システムは、この
DOMオブジェクトを使用して、Cisco Unified IP Phoneで必要な XSIスクリーンを構築します。

Redundancy Manager
1つの Cisco Unified Communications Managerクラスタ内で複数の Cisco Extended Functionsがアク
ティブになっている場合、RedundancyManagerは、アルゴリズムを使用して、アクティブ CEFと
バックアップCEFを判断します。RedundancyManagerは、CEFサービスを実行しているサーバの
最も小さな IPアドレスをアクティブサービスとして使用します。その他の CEFサービスは、
バックアップサービスとして機能します。

DB Change Notifier
DB Change Notifierは、サービスパラメータの変更、トレースパラメータの変更、アラーム設定
の変更、他の Cisco Extended Functionsサービスのステータス変更など、データベースの変更に関
するすべての通知を処理し、それらの変更を CEFサービスにレポートします。

SDI トレースおよびアラーム
Cisco Extended Functionsサービスは、SDIトレースライブラリとアラームライブラリを使用しま
す。このライブラリは、イベントビューアへのトレースとアラームを生成します。アラームラ

イブラリは、CEFサービスに関する情報を Syslog、SNMP、および Cisco RIS Data Collectorサービ
スに送達します。トレースとアラームの詳細については、『CiscoUnifiedServiceabilityAdministration
Guide』を参照してください。

QRT のシステム要件
QRT機能が動作するには、次のソフトウェアコンポーネントが必要です。

• Cisco Unified Communications Manager

• Cisco Real-Time Monitoring Tool

QRT機能は、次の機能を持つ任意のモデルの IP Phoneでサポートされています。

•ソフトキーテンプレートのサポート

• IP Phoneサービスのサポート

• CTIによる制御が可能であること

•内部 HTTPサーバ
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詳細については、ご使用の電話機モデルに該当するCisco Unified IP Phoneガイドを参照してく
ださい。

（注）

Cisco Extended Functions サービスの依存関係
Cisco Extended Functionsサービスは、次のサービスに依存しています。

• Cisco CallManager：少なくとも 1つの Cisco CallManagerサービスが実行されている必要があ
ります。

• Cisco CTIManager：少なくとも 1つの Cisco CTIManagerサービスが実行されている必要があ
ります。

• Cisco Database Layer Monitor：1つの Cisco Database Layer Monitorサービスが CEFと同じサー
バで実行されている必要があります。

• Cisco RIS Data Collector：1つの Cisco RIS Data Collectorサービスが CEFと同じサーバで実行
されている必要があります。

Cisco Database Layer Monitorと Cisco RIS Data Collectorは同一のサーバで実行されている必要
があります。 Cisco Unified Communications Managerクラスタには、複数の CEFサービスを含
めることができます。

（注）

サーバ 1台で構成される Cisco Unified Communications Managerシステムの場合は、そのサーバ
にすべてのサービスをインストールします。

ヒント
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次の図に、一般的な Cisco Extended Functionsサービスの設定を示します。

図 2：Cisco Extended Functions サービスの依存関係（一般的な設定）

クラスタ内の複数の Extended Functions アプリケーション
1つの Cisco Unified CommunicationsManagerクラスタ内で複数の Cisco Extended Functionsサービス
がアクティブになっている場合、CEFはアルゴリズムを使用して、アクティブにするサービスと
残りのバックアップ用のサービスを判断します。最も小さな IPアドレスの CEFアプリケーショ
ンがアクティブになります。その次に小さな IPアドレスのサービスが、アクティブなサービスの
バックアップになります。その他のサービスも、IPアドレスが小さい順に、互いのバックアップ
として機能します。新しいサービスをクラスタに追加した場合、CEFはアルゴリズムを再起動
し、アクティブにするサービスを判別します。

クラスタ内で Cisco Extended Functionsサービスを起動すると、最も下位の IPアドレスを持つ
CEFサービスがアクティブになります。このプロセスによって、約2分間サービスが中断する
場合があります。

（注）

Cisco CTIManagerに対するディレクトリステータスおよび Cisco Extended Functionsサービスの登
録ステータスを確認するには、リアルタイム監視ツール（RTMT）を使用します。詳細について
は、『Cisco Unified Real Time Monitoring Tool Administration Guide』を参照してください。

CTI へのセキュアな TLS 接続
QRTは、CTIへのセキュアな Transport Layer Security（TLS）接続をサポートしています。セキュ
アな接続を確立するには、次の手順の説明のように、「CCMQRTSecureSysUser」アプリケーショ
ンユーザを使用します。
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[サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]ウィンドウからセキュリティを有効
にした場合、QRTは、Application CAPFプロファイルを使用して CTI Managerへのセキュアな
接続を確立します。セキュアな接続を行うには、「CTI Manager Connection Security Flag」と
「CAPF Profile Instance Id for Secure Connection to CTI Manager」の両方のサービスパラメータ
を設定する必要があります。 QRTの Cisco Extended Functionsサービスパラメータの設定に関
するトピックを参照してください。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager
アドミニストレーションガイド』のアプリケーションユーザのCAPFプロファイル設定とサー
ビスパラメータ設定に関するトピックも参照してください。

（注）

CTIへのセキュアな TLS接続を確立するには、セキュリティサービスパラメータ「Cluster
Security Mode CAPF Phone Port」の値を 1に設定する必要もあります。これは、Cisco Unified
Communications Managerの管理ページの [システム(System)] > [エンタープライズパラメータ
(Enterprise Parameters)]で行います。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager
アドミニストレーションガイド』のエンタープライズパラメータの設定に関連するトピック

を参照してください。

（注）

アプリケーションユーザを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[ユーザ管理(User Management)] > [アプリ
ケーションユーザ(Application User)]を選択します。
[アプリケーションユーザの検索/一覧表示(Find andListApplicationUsers)]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 [検索(Find)]をクリックします。

ステップ 3 [アプリケーションユーザの検索/一覧表示(Find and List Application Users)]ウィンドウで、
[CCMQRTSecureSysUser]または [CCMQRTSysUser]をクリックします。

CAPFプロファイルを設定する場合、概要については『Cisco Unified Communications
Managerアドミニストレーションガイド』、詳細については『Cisco Unified
Communications Managerセキュリティガイド』の、アプリケーションユーザの CAPF
プロファイルの設定に関する各トピックを参照してください。

（注）

関連トピック

QRTの Cisco Extended Functionsサービスパラメータの設定, （26ページ）
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QRT の動作
この項では、QRTを使用したユーザインタラクション機能を説明します。 QRTを正しくインス
トールして設定すると、[品質]ソフトキーを特定のモデルの Cisco Unified IP Phone上に設定でき
ます。 QRTをサポートしている IP Phoneのモデルについては、QRTに関するシステム要件を参
照してください。

Cisco Unified Communications Manager Standard Userテンプレートには、[品質]ソフトキーは含
まれていません。 QRT機能を有効にし、ユーザが [品質]ソフトキーを使ってこの機能を使用
できるようにする必要があります。これには、Cisco Unified Communications Managerの管理
ページから [品質]ソフトキーの作成、設定、および割り当てを行います。ソフトキーテンプ
レートの設定については、QRT機能の設定に関するトピックを参照してください。

（注）

ユーザ関連情報の詳細については、ご使用の電話機モデルに該当する Cisco Unified IP Phoneガイ
ドを参照してください。

関連トピック

QRT機能の設定, （18ページ）
QRTのシステム要件, （6ページ）

ユーザインターフェイス

QRTユーザインターフェイスには、次に示す複数のコンポーネントが含まれています。

•電話スクリーン：共通デバイス設定内のすべての IP Phoneで使用できます。[品質]ソフト
キーは設定済みで、電話スクリーンは複数のロケールをサポートしています。

次の各コンポーネントには、Cisco Unified Communications Manager管理者だけがアクセスできま
す。

•サービスアビリティ

•アラートの設定

•サービスパラメータ

• Viewerアプリケーション
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次の図に、Cisco Unified IP Phoneに表示された [品質]ソフトキーの例を示します。

図 3：QRT Phone Interface の表示

関連トピック

QRTのアラームおよびトレースの設定, （25ページ）
Cisco Unifiedサービスアビリティ機能の設定, （23ページ）
QRTの Cisco Extended Functionsサービスパラメータの設定, （26ページ）
QRT Viewerの使用, （28ページ）

拡張メニューの選択肢

拡張メニューを選択することで、ユーザはQRTと対話し、レポートする電話機の問題に関する詳
細を入力できます。ユーザが送信する情報の量によって、拡張メニューの選択肢を有効にする

か、またはより受動的なインターフェイスをユーザに提供するかを選択できます。

Cisco Unified Communications Managerの [サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]
ウィンドウでは、次のオプションを使用して QRTのユーザインターフェイスモードを設定でき
ます。

•サイレントモード：このモードでは、ユーザに拡張メニューの選択肢は表示されません。
ユーザが [品質]ソフトキーを押すと、システムはストリーミングの統計情報を収集し、ユー
ザインタラクションを追加せずにレポートを記録します。

システムがサイレントモードをサポートするのは、IP Phoneのコール状態が接続時の場合だ
けです。
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次の図に、サイレントモードの QRTの表示例を示します。

図 4：サイレントモードでの音声品質のフィードバックの送信

•対話モード：このモードでは、ユーザに拡張メニュー選択肢が表示され、IP Phoneの音声品
質に関連するユーザ入力を追加することができます（適用可能な原因コードについては、問

題分類カテゴリと原因コード, （13ページ）を参照してください）。このモードでは、ユー
ザは電話機をリブートする場合や電話をかけることができない場合など、オーディオ以外の

問題についてもレポートできます。

システムが対話モードをサポートするのは、IP Phoneのコール状態が接続時またはオンフッ
クの場合だけです。

次の図は、電話機がオンフックで対話モードになっている状態で [品質]ソフトキーを押した
場合の QRT表示の例です。

図 5：QRT Phone Interface：オンフック、対話モードの表示

[品質]ソフトキーは、サポートされているコール状態だけに設定されていることを確認してく
ださい。

（注）

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページの [サービスパラメータ設定(Service Parameter
Configuration)]ウィンドウの Display Extended QRT Menu Choicesフィールドで、ユーザが拡張
メニューの選択肢にアクセスできるかどうかを設定します。詳細については、QRTの Cisco
Extended Functionsサービスパラメータの設定, （26ページ）を参照してください。

（注）
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問題分類カテゴリと原因コード

次の表に、ユーザが IP Phoneに関する問題のレポートを作成する際に選択可能な問題カテゴリと
対応する原因コードを示します。

•拡張メニューの選択肢を設定すると、追加オプションを使用できるようになります。

•ユーザは 1つの問題について 1つのカテゴリと 1つの原因コードだけを選択できます。

•各問題カテゴリは、IP Phoneがサポートしているコール状態になっている場合だけ使用可能
になります。

次の図に、「現在のコールに問題がある」カテゴリで使用可能な、サポートされているコール状

態および原因コードを示します。

表 1：問題カテゴリ：現在のコールに問題がある

統計情報原因コードサポートされてい

るコール状態

問題カテゴリ

システムは、発信元デバ

イスと宛先デバイスから

ストリーミング統計情報

を収集します。

発信元デバイ

ス/IP Phoneと
は、[品質]ソ
フトキーが押

されたデバイ

スのことで

す。たとえ

ば、この場合

の「発信元」

と「宛先」

は、接続され

たコールの発

呼側と着信側

を指していま

せん。

（注）

• [エコーが聞こえる]

• [相手側でエコーが
聞こえる]

• [音声が切れ切れに
なる]

• [音声が機械的にな
る]

• [遅延時間が長い]

• [相手側からの音声
が小さい]

• [相手側で聞こえる
音声が小さい]

• [相手側からの音声
が聞こえない]

• [相手側でこちら側
の音声が聞こえな

い]

•接続時
現在のコールに問題があ

る
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次の図に示す例は、IP Phoneの状態が接続時のときに [品質]ソフトキーを押した場合の電話機の
表示です。このメニューを使用すると、ユーザは追加の詳細を入力してから現在のコールに関す

る問題を送信できます。

図 6：[現在のコールに問題がある] のレポート

次の図に、「直前のコールに問題がある」カテゴリで使用可能な、サポートされているコール状

態および原因コードを示します。

表 2：問題カテゴリ：直前のコールに問題がある

統計情報原因コードサポートされて

いるコール状態

問題カテゴリ

システムは、発信元デ

バイスからストリーミ

ング統計情報を収集し

ます。

• [エコーが聞こえた]

• [相手側でエコーが聞こえ
た]

• [音声が切れ切れになる]

• [音声が機械的になる]

• [遅延時間が長い]

• [相手側からの音声が小さ
い]

• [相手側で聞こえるこちら
側からの音声が小さくな

る]

• [相手側からの音声が聞こ
えなかった]

• [相手側でこちら側からの
音声が聞こえなかった]

• [コールが終了された]

•オンフック
直前のコールに問題

がある
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次の図に示す例は、ユーザが「直前のコールに問題がある」カテゴリを選択した場合の電話機の

表示です。このメニューを使用すると、ユーザは追加の詳細を入力してから最後のコールに関す

る問題を送信できます。

図 7：[直前のコールに問題がある] のレポート

次の図に、「最近、電話機の電源を切って入れ直した」カテゴリで使用可能な、サポートされて

いるコール状態を示します。このカテゴリに関連付けられている原因コードはありません。

表 3：問題カテゴリ：最近、電話機の電源を切って入れ直した

統計情報原因コードサポートされている

コール状態

問題カテゴリ

なし•オンフック
最近、電話機の電源を切って

入れ直した

次の図に示す例は、ユーザが「最近、電話機の電源を切って入れ直した」カテゴリを選択した場

合の電話機の表示です。ユーザのフィードバックはシステムによって記録されます。

図 8：[最近、電話機の電源を切って入れ直した] の問題のレポート

次の図に、「発信できない」カテゴリで使用可能な、サポートされているコール状態および原因

コードを示します。
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表 4：問題カテゴリ：発信できない

統計情報原因コードサポートされてい

るコール状態

問題カテゴリ

• [ビジー音が聞こえる]

• [早いビジー音が聞こえ
る]

• [番号をダイヤルした後
にダイヤルトーンが聞

こえる]

• [番号をダイヤルした後
に何も聞こえない]

• [ダイヤルトーンが聞こ
えない]

•オンフック
発信できない

次の図に示す例は、ユーザが「発信できない」カテゴリを選択した場合の電話機の表示です。

図 9：[発信できない] の問題のレポート

QRTは、発信元の IP Phone、宛先の IP Phone、Cisco RIS Data Collector、Cisco Unified
CommunicationsManagerデータベース、およびユーザなど、さまざまなソースから情報を収集
します。たとえば、この場合の「発信元」と「宛先」は、接続されたコールの発呼側と着信

側を指していません。電話機の問題レポートに含まれるフィールドの詳細については、QRT
レポート, （29ページ）を参照してください。

（注）

インタラクションおよび制限事項
次のインタラクションおよび制限事項は、Cisco Unified Communications Managerで QRT機能を使
用する場合に適用されます。
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• Cisco Extended Functions、Cisco CallManager、CTI Manager、および Cisco RIS Data Collectorの
各サービスが実行されており、完全に動作していることを確認してください。

• IP Phoneで [品質]ソフトキー機能を使用するには、システム管理者がソフトキーテンプレー
トの作成、設定、および割り当てを行う必要があります。

• [品質]ソフトキーは、サポートされているコール状態だけに設定されていることを確認して
ください。

•拡張メニューの選択肢は、Display Extended QRT Menu Choicesサービスパラメータが [True]
に設定されている場合だけ使用可能になり、[現在のコールに問題がある]カテゴリをサポー
トします。

•ユーザがQRTとインタラクションを行っている間に、他のアプリケーション機能（CiscoCall
Backまたは Cisco Unified Communications Manager Assistant）または機能キー（[設定]、[ディ
レクトリ]、または [メッセージ]）が起動されるか、あるいはユーザが QRT選択を完了しな
い場合、システムは QRT表示を上書きします。この場合、システムはデバイスに待機状態
を強制するため、QRTによるインタラクションの完了が妨げられてデバイスが終了します。

無人のデバイスは大量のリソースを消費し、CTIのパフォーマンスに影響を与
えるため、システムは QRTがオープンなデバイスを定期的にチェックするよ
うに設定しています。これらのシステム設定は変更できません。

（注）

• TCPではなくUDPをトランスポートとして使用するように設定されており、SIPを実行して
いる電話機は、「デバイスデータパススルー」機能をサポートしません。 QRTではパスス
ルー機能が必要なため、QRTはこのような UDP設定の SIP電話機をサポートしません。

•品質レポートツールは、デバイスが [IPv4のみ(IPv4 Only)]または [IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]
（デュアルスタックモード）の [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]を使用する
場合、IPv6をサポートします。 [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]が [IPv6のみ
(IPv6 Only)]の電話機のユーザは、電話機の [品質]ソフトキーを押して音声などの問題を報
告できません。また、QRTレポートには、[IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]が
[IPv6のみ(IPv6 Only)]の電話機のストリーミング統計情報は含まれていません。 IPv6の詳細
については、インターネットプロトコルバージョン 6（IPv6）を参照してください。

QRT 機能のインストールとアクティブ化
QRTはCiscoExtended Functionsサービス内の機能であるため、CiscoUnifiedCommunicationsManager
インストールの一部として自動的にインストールされます。

インストールが完了したら、次の手順を実行してユーザに対するQRT機能を使用可能にし、管理
レポート機能を設定してください。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified IP Phoneのユーザ用に QRT機能を正しく設定します。

ステップ 2 Cisco Unifiedサービスアビリティで Cisco Extended Functionsサービスを有効にし、QRTとともに
使用するアラームとトレースを設定します。

ステップ 3 Cisco Extended Functionsサービスに適用可能なサービスパラメータを設定して、システム内でど
のように QRTが動作するかを定義します。

ステップ 4 QRTViewerアプリケーションを使用して、電話機の問題レポートを作成、カスタマイズ、および
表示します。

QRT機能（ソフトキーや IP Phoneに表示されるメッセージ）を英語以外の言語で表示
する必要がある場合は、QRTを設定する前に、ロケールインストーラがイントールさ
れていることを確認します。詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsOperating
System Administration Guide』を参照してください。

（注）

関連トピック

QRT機能の設定, （18ページ）
Cisco Unifiedサービスアビリティ機能の設定, （23ページ）
QRTの Cisco Extended Functionsサービスパラメータの設定, （26ページ）
QRT Viewerの使用, （28ページ）

QRT 機能の設定
この項では、QRTを有効にするための設定について説明します。 QRT機能を正しく設定するに
は、QRT設定チェックリストを確認します。次に設定するための要件を実行し、Cisco Extended
Functionsサービスをアクティブにしてからサービスパラメータを設定します。

QRT機能を設定する前に、この機能の設定タスクの概要を確認してください。ヒント

関連トピック

QRTの設定, （2ページ）

[品質] ソフトキーを含むソフトキーテンプレートの作成
次の手順に従って、[品質]ソフトキーを含むソフトキーテンプレートを作成します。
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手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device
Settings)] > [ソフトキーテンプレート(Softkey Template)]を選択します。

ステップ 2 [新規追加(Add New)]をクリックします。（または、[検索(Find)]ボタンをクリックして、使用可
能なソフトキーテンプレートのリストを表示する方法もあります）。

a) [新規追加(Add New)]ボタンをクリックした場合は、[ベースとするソフトキーテンプレート
(Create a softkey template based on)]ドロップダウンリストから Standard Userソフトキーテンプ
レートを選択します。

b) [検索(Find)]ボタンをクリックし、使用可能なソフトキーテンプレートのリストを表示した場
合は、ソフトキーテンプレートのリストから Standard Userソフトキーテンプレートを選択し
ます。

ステップ 3 [コピー(Copy)]ボタンをクリックします。
[ソフトキーテンプレートの設定(SoftkeyTemplateConfiguration)]ウィンドウに、新しい情報が表示
されます。

ステップ 4 ソフトキーテンプレート名のフィールドに、「QRT Standard User」など、テンプレートの新しい
名前を入力し、説明を追加します。
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次の図に、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [ソフトキーテンプレートの設定
(Softkey Template Configuration)]ウィンドウの例を示します。ここで、ソフトキーテンプレートを
コピーします。

図 10：[ソフトキーテンプレートの設定(Softkey Template Configuration)] ウィンドウ

図 11：コピー後の [ソフトキーテンプレートの設定(Softkey Template Configuration)] ウィンドウ

ステップ 5 [保存(Save)]をクリックします。
[ソフトキーテンプレートの設定(SoftkeyTemplateConfiguration)]ウィンドウに、新しい情報が再表
示されます。
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ステップ 6 アプリケーションを追加するには、[アプリケーションを追加(Add Application)]ボタンをクリック
します。設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーショ
ンガイド』を参照してください。

ステップ 7 [品質]ソフトキーをテンプレートに追加するには、[ソフトキーテンプレートの設定(SoftkeyTemplate
Configuration)]ウィンドウで [関連リンク(Related Links)]ドロップダウンリストボックスから [ソ
フトキーレイアウトの設定(Configure Softkey Layout)]を選択し、[移動(Go)]をクリックします。
[ソフトキーレイアウト設定(Softkey Layout Configuration)]ウィンドウが表示されます。

[品質]ソフトキーは、接続時およびオンフックのコール状態に追加する必要がありま
す。

（注）

ステップ 8 [品質]ソフトキーをオンフックコール状態に追加するには、コール状態のドロップダウンリスト
ボックスから [オンフック(On Hook)]を選択します。
[ソフトキーレイアウト設定(Softkey Layout Configuration)]ウィンドウが再表示され、[選択されて
いないソフトキー(Unselected Softkeys)]リストと [選択されたソフトキー(Selected Softkeys)]リスト
が表示されます。

ステップ 9 [選択されていないソフトキー(Unselected Softkeys)]リストで [QualityReport Tool (QRT)]ソフトキー
を選択し、右矢印をクリックして [選択されたソフトキー(Selected Softkeys)]リストにソフトキー
を移動します。

上下の矢印キーを使用し、[選択されたソフトキー(Selected Softkeys)]リスト内の項目に優先順位
を付けることができます。

次の図に、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページの [ソフトキーレイアウト設定(Softkey
Layout Configuration)]ウィンドウの例を示します。

図 12：QRT [ソフトキーレイアウト設定(Softkey Layout Configuration)] ウィンドウ
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ステップ 10 [保存(Save)]をクリックして保存し、処理を続けます。

ステップ 11 [品質]ソフトキーを接続時コール状態に追加するには、各コール状態に対してこの手順を繰り返
します。

サポートされているコール状態だけに [品質]ソフトキーを設定していることを確認し、
入力が完了するごとに [保存(Save)]ボタンをクリックします。

（注）

共通デバイス設定での QRT ソフトキーテンプレートの構成
次の手順に従って、QRTソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加します。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device
Settings)] > [共通デバイス設定(Common Device Configuration)]を選択します。

ステップ 2 [検索(Find)]をクリックします。

ステップ 3 表示された作成済みの共通デバイス設定のいずれかを選択します。

テンプレートは、QRT機能のユーザ用にカスタマイズした任意の共通デバイス設定に追加できま
す。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート(Softkey Template)]フィールドのドロップダウンリストボックスから、
[品質]ソフトキーを含むソフトキーテンプレートを選択します（このテンプレートをまだ作成し
ていない場合は、[品質]ソフトキーを含むソフトキーテンプレートの作成, （18ページ）を参照
してください）。

この共通デバイス設定の一部である IP Phoneはすべて、このソフトキーテンプレート
を継承するため、複数の電話機へのソフトキーテンプレートの割り当てが容易になり

ます。ソフトキーテンプレートを個々の IP Phoneに関連付ける方法については、電話
機の設定における QRTソフトキーテンプレートの追加, （22ページ）を参照してくだ
さい。

（注）

ステップ 5 [保存(Save)]をクリックします。

電話機の設定における QRT ソフトキーテンプレートの追加
次の手順に従って、QRTソフトキーテンプレートをユーザごとの電話機に追加します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス(Device)] > [電話(Phone)]を選択
します。
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[電話の検索/一覧表示(Find and List Phones)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を検索します。『CiscoUnifiedCommunicationsManager
アドミニストレーションガイド』を参照してください。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート(Softkey Template)]フィールドのドロップダウンリストボックスから、
[品質]ソフトキーを含むソフトキーテンプレートを選択します（このテンプレートをまだ作成し
ていない場合は、[品質]ソフトキーを含むソフトキーテンプレートの作成, （18ページ）を参照
してください）。

この方法の代わりに [共通デバイス設定(CommonDevice Configuration)]フィールドから共通デバイ
ス設定内のソフトキーテンプレートを設定した場合は、新しいソフトキーテンプレートが含まれ

た共通デバイス設定を選択します。

次の図に、CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページの [電話の設定(Phone Configuration)]
ウィンドウの例を示します。

図 13：[電話の設定(Phone Configuration)]

ステップ 4 [保存(Save)]をクリックします。

Cisco Unified サービスアビリティ機能の設定
この項では、QRTを使用する場合に、CiscoUnifiedサービスアビリティ機能をどのようにアクティ
ブにし、設定するかについて説明します。 Cisco Extended Functionsサービスは次の Cisco Unified
サービスアビリティ機能を使用します。
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•サービスのアクティブ化：Cisco Unifiedサービスアビリティの [Tools]ウィンドウで設定しま
す。

• SDIトレース：Cisco Unifiedサービスアビリティの [Trace Configuration]ウィンドウで設定し
ます。

•アラームインターフェイス：Cisco Unifiedサービスアビリティの [Alarm Configuration]ウィ
ンドウで設定します。

•リアルタイム監視ツール（RTMT）：QRTおよび CTIManagerの稼動状態を監視するために
使用します。RTMTの詳細については、『CiscoUnifiedReal TimeMonitoringToolAdministration
Guide』を参照してください。

Cisco Unifiedサービスアビリティの詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration
Guide』を参照してください。

QRT を使用する場合の Cisco Extended Functions サービスのアクティブ化
QRT機能を使用する場合に、Cisco Extended Functionsサービスをアクティブにする手順は、次の
とおりです。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページのウィンドウの右上隅にある [ナビゲーション
(Navigation)]ドロップダウンリストボックスから [Cisco Unifiedサービスアビリティ(Cisco Unified
Serviceability)]を選択し、[移動(Go)]をクリックします。
[Cisco Unifiedサービスアビリティ(Cisco Unified Serviceability)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Cisco Extended Functionsサービスをアクティブにするには、[Tools] > [Service Activation]を選択し
ます。

[Server]ドロップダウンリストボックスが表示されます。

ステップ 3 [Server]ドロップダウンリストボックスから、Cisco Extended Functionsサービスをアクティブに
する Cisco Unified Communications Managerサーバを選択します。

ステップ 4 [Cisco Extended Functions]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存(Save)]をクリックします。
CEFアクティブ化の状態が無効から有効に変化します。

Cisco Extended Functionsサービスのアクティブ化の状態を確認するには、Cisco Unified
サービスアビリティで、[Tools] > [Control Center - Feature Services]を選択します。 [Cisco
Extended Functions]を確認します。Cisco Extended Functionsサービスがアクティブになっ
ている場合は、[アクティブ化(Activated)]と表示されます。

ヒント

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
24

品質レポートツール

Cisco Unified サービスアビリティ機能の設定



QRT のアラームおよびトレースの設定
Cisco Unifiedサービスアビリティを使用してアラームと SDIトレースを設定するには、次の手順
を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unifiedサービスアビリティ(Cisco Unified Serviceability)]ウィンドウから、[アラーム(Alarm)]
> [設定(Configuration)]を選択します。
[サーバ(Server)]ドロップダウンリストボックスが表示されます。

ステップ 2 [サーバ(Server)]ドロップダウンリストボックスから、アラームを設定する Cisco Unified
Communications Managerサーバを選択します。

ステップ 3 [サービスグループ(ServiceGroup)]ドロップダウンリストボックスから、[CMサービス(CMServices)]
を選択します。

ステップ 4 [サービス(Service)]ドロップダウンリストボックスから、[Cisco Extended Functions]を選択しま
す。

ステップ 5 [ローカルSyslogs(Local Syslogs)]と [SDIトレース(SDI Trace)]の両方について [アラームの有効化
(Enable Alarm)]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 このドロップダウンリストボックスから、次のいずれかのオプションを選択し、[ローカル
Syslogs(Local Syslogs)]と [SDIトレース(SDI Trace)]の両方に [アラームイベントレベル(Alarm Event
Level)]を設定します。
a) [緊急(Emergency)]
b) [アラート(Alert)]
c) [重要(Critical)]
d) [エラー(Error)]
e) [警告(Warning)]
f) [通知(Notice)]
g) [情報(Informational)]
h) [デバッグ(Debug)]
デフォルト値は [エラー(Error)]に設定されています。

ステップ 7 [保存(Save)]をクリックします。

ステップ 8 [Cisco Unifiedサービスアビリティ(Cisco Unified Serviceability)]ウィンドウから [トレース(Trace)] >
[設定(Configuration)]を選択します。
[サーバ(Server)]ドロップダウンリストボックスが表示されます。
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ステップ 9 [サーバ(Server)]ドロップダウンリストボックスから、トレースを設定する Cisco Unified
Communications Managerサーバを選択します。

ステップ 10 [サービスグループ(ServiceGroup)]ドロップダウンリストボックスから、[CMサービス(CMServices)]
を選択します。

ステップ 11 [サービス(Service)]ドロップダウンリストボックスから、[Cisco Extended Functions]を選択しま
す。

ステップ 12 次の各チェックボックスをオンにします。

a) [Trace On]
b) [Cisco Extended Functions Trace Fields]

ステップ 13 このドロップダウンリストボックスから、次のいずれかのオプションを選択し、[デバッグトレー
スレベル(Debug Trace Level)]を設定します。
a) [Error]
b) [Special]
c) [State Transition]
d) [Significant]
e) [Entry_exit]
f) [Arbitrary]
g) [Detailed]
デフォルト値は [Error]に設定されています。

トラブルシューティングのためには、このセクションにあるすべてのチェックボッ

クスをオンにするようにしてください。

（注）

ステップ 14 [保存(Save)]をクリックします。
アラームとトレースの設定の詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』
を参照してください。

QRT の Cisco Extended Functions サービスパラメータの設定
Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページを使用してCisco Extended Functionsのサービス
パラメータを設定するには、次の手順を実行します。

Cisco Technical Assistance Center（TAC）の指示があった場合を除き、デフォルトのサービスパ
ラメータ設定の使用をお勧めします。

（注）
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手順

ステップ 1 ディスプレイに Cisco Unifiedサービスアビリティのウィンドウが表示されている場合は、ウィン
ドウの右上隅にある [ナビゲーション(Navigation)]ドロップダウンリストボックスから [Cisco
Unified CMの管理(Cisco Unified CM Administration)]を選択し、[移動(Go)]をクリックします。

ステップ 2 [Cisco Unified CMの管理(Cisco Unified CM Administration)]ウィンドウが表示されます。 [システム
(System)] > [サービスパラメータ(Service Parameters)]を選択します。

ステップ 3 [サーバ(Server)]ドロップダウンリストボックスが表示されます。 QRTアプリケーションが存在
する Cisco Unified Communications Managerサーバを選択します。

ステップ 4 [サービス(Service)]ドロップダウンリストボックスが表示されます。CiscoExtended Functionsサー
ビスを選択します。

ステップ 5 QRTに関する次の Cisco Extended Functionsサービスパラメータを設定します。
a) Display Extended QRT Menu Choices：拡張メニュー選択項目をユーザに表示するかどうかを決
定します。次のいずれかの設定オプションを選択できます。

•このフィールドを [True]に設定すると、拡張メニュー選択項目が表示されます（対話モー
ド）。

•このフィールドを [False]に設定すると、拡張メニュー選択項目が表示されません（サイ
レントモード）。

•推奨するデフォルト値として [False]（サイレントモード）が設定されています。

b) Streaming Statistics Polling Duration：ストリーミング統計情報のポーリングに使用する間隔を決
定します。次のいずれかの設定オプションを選択できます。

•このフィールドを [-1]に設定すると、コールが終了するまでポーリングが行われます。

•このフィールドを [0]に設定すると、ポーリングはまったく行われません。

•このフィールドを任意の正の値に設定すると、その秒数の間、ポーリングが行われます。
コールが終了すると、ポーリングは停止します。

•推奨するデフォルトの値として、[-1]（コールが終了するまでポーリングを行う）が設定
されています。

c) Streaming Statistics Polling Frequency（秒）：各ポーリングの間に待機する秒数を指定します。

•値の範囲は、30～ 3600です。

•推奨するデフォルトの値として 30が設定されています。

d) Maximum No. of Files：ファイルの最大数を指定します。この数を超えると、ファイルカウン
トが最初から始まり、古いファイルが上書きされます。

•値の範囲は、1～ 10000です。

•推奨するデフォルトの値として 250が設定されています。
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e) Maximum No. of Lines per File：各ファイルでの行の最大数を指定します。この数を超えると、
次のファイルが始まります。

•値の範囲は、100～ 2000です。

•推奨するデフォルトの値として 2000が設定されています。

ステップ 6 CTIへのセキュアな TLS接続を設定するには、次のサービスパラメータを設定します。
a) CAPF Profile Instance Id for Secure Connection to CTI Manager：アプリケーションユーザ

CCMQRTSysUserの Application CAPFプロファイルのインスタンス IDを指定します。Cisco
ExtendedFunctionサービスは、これを使用してCTIManagerへのセキュアな接続を確立します。
CTIManager Connection Security Flagが有効な場合は、このパラメータを設定する必要がありま
す。

CTI Manager Connection Security Flagサービスパラメータを有効にし、必ずセキュリ
ティをオンにしてください。変更を有効にするには、Cisco Extended Functionsサー
ビスを再起動する必要があります。

（注）

Application CAPFプロファイルの設定方法については、CTIへのセキュアな TLS接続, （8
ページ）を参照してください。

b) CTI Manager Connection Security Flag：Cisco Extended Functionsサービスの CTI Manager接続の
セキュリティを有効にするか、無効にするかを指定します。有効にした場合、Cisco Extended
Functionsは、アプリケーションユーザ CCMQRTSysUserのインスタンス IDについて設定され
たApplicationCAPFプロファイルを使用して、CTIManagerへのセキュアな接続を確立します。

c) 選択可能な値は、[True]と [False]です。
d) CTIへのセキュアな接続を有効にするには、[True]を選択する必要があります。

ステップ 7 [保存(Save)]をクリックします。

QRT Viewer の使用
QRT Viewerを使用すると、品質レポートツールが生成する IP Phoneの問題レポートを表示でき
ます。 QRT Viewerでは、ツールによって生成された電話機の問題レポートをフィルタリング、
フォーマット、および表示できるため、必要な特定の情報が提供されます。

• QRT Viewerアプリケーションを表示するには、リアルタイム監視ツール（RTMT）プラグイ
ンをインストールする必要があります。このプラグインには、トレース収集機能が含まれて

います。

•このトレース収集機能を使用すると、ログファイルの収集と表示ができます。QRT Viewer
は、そのトレース収集機能に含まれています。
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RTMTおよびトレース収集機能のインストールと設定に関する詳細、および IPPhoneの問題レ
ポートに使用する QRT Viewerのアクセス、設定、使用、およびカスタマイズの詳細について
は、『CiscoUnified Serviceability AdministrationGuide』および『CiscoUnified Real TimeMonitoring
Tool Administration Guide』を参照してください。

（注）

QRT レポート
QRTは、発信元の IP Phone、宛先の IP Phone、CiscoRISDataCollector、CiscoUnifiedCommunications
Manager、およびユーザなど、さまざまなソースから情報を収集します（システムは、ゲートウェ
イまたは他のデバイスから情報を収集しません）。この場合の「発信元」と「宛先」は、接続さ

れたコールの発呼側と着信側を指していません。

QRTレポートの詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』の「QRT
Viewer」の章を参照してください。

（注）

次に、QRTレポートのフィールドをカテゴリごとにセグメント化して示します。

発信元デバイスから収集される情報

•発信元デバイスの電話番号（複数回線デバイスの場合は、最初のプライマリ電話番号の情報
だけが表示されます）

•発信元デバイスのタイプ（CP-7960、CP-7940など）

•発信元のストリーム 1ポート番号

•発信元のコーデック（G.711uなど）

•発信元のパケット（2、45、78など）

•発信元の rcvrパケット（12、45、78など）

•発信元の rcvrジッタ（0 0など）

•発信元の失われた rcvrパケット（0、21 0、21など）

•発信元の暗黙的なサンプリングタイムスタンプ（12:30、13:00、13:30、14:00など）

•宛先デバイス名（IP）

•宛先のストリーム 1ポート番号
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パケット、ジッタ、失われたパケットなどをサンプルとして収集する数は、サンプリングの間

隔とポーリングの頻度によって異なります。ストリーミング情報は、1回のコールについて一
度だけ収集されます。たとえば、電話機Aが電話機 Bにコールし、電話機Aと電話機 Bの両
方が同一のコールについて複数のレポートを送信した場合は、最初のレポートだけにストリー

ミングデータが含まれます。また、「直前のコールに問題がある」カテゴリについては、こ

れらの値は電話機に保存されたストリーミング統計情報の最後のスナップショットだけを反映

します。

（注）

宛先デバイスから収集される情報

宛先のデバイスが同一のCiscoUnifiedCommunicationsManagerシステムまたはクラスタ内にある、
サポート対象の Cisco Unified IP Phoneである場合は、次の情報が収集されます。宛先デバイスが
IP Phoneではない場合、収集される情報は IPアドレス、デバイス名、およびデバイスタイプだけ
です。

•宛先デバイスの電話番号（複数回線デバイスの場合は、最初のプライマリ電話番号の情報だ
けが表示される）

•宛先デバイスのタイプ（CP-7960、CP-7940など）

•宛先のコーデック

•宛先のパケット

•宛先の rcvrパケット

•宛先の rcvrジッタ

•宛先の失われた rcvrパケット

•宛先のサンプリングタイムスタンプ（暗黙的）

パケット、ジッタ、失われたパケットなどをサンプルとして収集する数は、サンプリングの間

隔とポーリングの頻度によって異なります。ストリーミング情報は、1回のコールについて一
度だけ収集されます。たとえば、電話機Aが電話機 Bにコールし、電話機Aと電話機 Bの両
方が同一のコールについて複数のレポートを送信した場合は、最初のレポートだけにストリー

ミングデータが含まれます。 QRTは、「現在のコールに問題がある」カテゴリの場合だけ、
宛先の IP Phoneから情報を収集しようとします。

（注）

RIS Data Collector から収集される情報

•発信元デバイスの所有者（現在 IP Phoneにログインしているユーザの名前。明示的にログイ
ンしているユーザがいない場合、このフィールドはヌルになる）

•発信元デバイスの IPアドレス
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•発信元デバイスに登録されている Cisco Unified Communications Managerの名前

•発信元デバイスのタイプ（デバイスが、サポートされている IP Phoneでない場合。たとえ
ば、RISCLASS_PHONE、RISCLASS_GATEWAY、RISCLASS_H323、RISCLASS_CTI、
RISCLASS_VOICEMAIL）

•発信元デバイスのモデル（DBLTypeModel::MODEL_TELECASTER_MGR、
DBLTypeModel::MODEL_TELECASTER_BUSINESSなど）

•発信元デバイスのプロダクト（DBLTypeProduct::PRODUCT_7960、
DBLTypeProduct::PRODUCT_7940など）

•宛先デバイスの名前

•宛先デバイスのタイプ（デバイスが、サポートされている IP Phoneでない場合。たとえば、
RISCLASS_PHONE、RISCLASS_GATEWAY、RISCLASS_H323、RISCLASS_CTI、
RISCLASS_VOICEMAIL）

•宛先デバイスのモデル（DBLTypeModel::MODEL_TELECASTER_MGR、
DBLTypeModel::MODEL_TELECASTER_BUSINESSなど）

•宛先デバイスのプロダクト（DBLTypeProduct::PRODUCT_7960、
DBLTypeProduct::PRODUCT_7940など）

•宛先デバイスに登録されている Cisco Unified Communications Managerの名前

•宛先デバイスの所有者（現在 IP Phoneにログインしているユーザの名前。明示的にログイン
しているユーザがいない場合、このフィールドはヌルになる）

Cisco Unified Communications Manager/CTIManager から収集される情報

•発信元デバイスの名前（MACアドレス）

• CallingPartyNumber（コールの発呼側。転送されたコールについては、転送されたユーザが発
呼側になる）

• OriginalCalledPartyNumber（数字の変換が行われた後の元の着信側）

• FinalCalledPartyNumber（このフィールドによって、転送されたコールについては最終的に
コールを受信する側が指定され、転送されないコールについては元の着信側が指定される）

• LastRedirectDn（このフィールドによって、転送されたコールについてはコールを転送する最
後の着信側が指定され、転送されないコールについては転送または会議経由で最終的にコー

ルを転送する着信側が指定される）

• globalCallID_callManagerId（CDR Analysis and Reporting（CAR）用のコールを区別する）

• globalCallID_callId（CARのコールを区別する）

• CallState（接続時、オンフック）

Cisco Unified Communications Managerデータベースから収集される情報

•サンプリング間隔：サービスパラメータ（50秒など）

Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)    
31

品質レポートツール

QRT レポート



•サンプリング頻度：サービスパラメータ（30秒など）

•クラスタ ID：エンタープライズパラメータ（Cisco Business Edition 5000システムがサポート
するのは 1つのノードだけです）

ユーザから収集される情報

•カテゴリ

•原因コード

•タイムスタンプ（明示的）

次の表に、サポートされている各カテゴリに使用可能なフィールドを示します。

QRTレポートの各フィールド（[発信元のモデル(Source Model)]、[発信元のプロダクト(Source
Product)]、[宛先のモデル(DestinationModel)]、[宛先のプロダクト(Destination Product)]、および
[CallState]）には、該当する電話機モデルと製品名（たとえば、SCCPを実行している電話機）
が表示されます。

（注）

表 5：サポートされているカテゴリごとの QRT フィールド

発信できない最近、電話機の

電源を切って入

れ直した

直前のコールに

問題がある

現在のコール

に問題がある

情報ソース

XXXX[発信元デバイスの名前
(Source Device Name)]

XXXX[発信元デバイスのDN(DN
of Source Device)]

XXXX[発信元デバイスのIPアド
レス(IP Address of Source
Device)]

XXXX[発信元デバイスのタイプ
(Source Device Type)]

XXXX[発信元デバイスの所有者
(Source Device Owner)]
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発信できない最近、電話機の

電源を切って入

れ直した

直前のコールに

問題がある

現在のコール

に問題がある

情報ソース

XXXX[発信元デバイスに登録さ
れているCisco Unified
Communications
Manager(Registered Cisco
Unified Communications
Manager for Source Device)]

XXXX[発信元のモデル(Source
Model)]

XXXX[発信元のプロダクト
(Source Product)]

XX[発信元のストリーム1ポー
ト番号(Source Stream 1 Port
Number)]

XX[発信元のコーデック
(Source Codec)]

XX[発信元のパケット(Source
Packets)]

XX[発信元のrcvrパケット
(Source Rcvr Packets)]

XX[発信元のrcvrジッタ(Source
Rcvr Jitter)]

XX[発信元の失われたrcvrパ
ケット(Source Rcvr Packet
Lost)]

X[発信元のサンプリングタ
イムスタンプ(Source
Sampling Timestamp)]

XX[宛先デバイスの名前
(Destination Device Name)]

XX[宛先デバイスのDN(DN of
Destination Device)]
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発信できない最近、電話機の

電源を切って入

れ直した

直前のコールに

問題がある

現在のコール

に問題がある

情報ソース

XX[宛先デバイスのIPアドレ
ス(IP Address of Destination
Device)]

XX[宛先デバイスのタイプ
(Destination Device Type)]

X[宛先のストリーム1ポート
番号(Destination Stream 1
Port Number)]

X[宛先のコーデック
(Destination Codec)]

X[宛先のパケット(Destination
Packets)]

X[宛先のrcvrパケット
(Destination Rcvr Packets)]

X[宛先のrcvrジッタ
(Destination Rcvr Jitter)]

X[宛先の失われたrcvrパケッ
ト(Destination Rcvr Packet
Lost)]

X[宛先のサンプリングタイ
ムスタンプ(Destination
Sampling Timestamp)]

XX[宛先デバイスの所有者
(Destination Device Owner)]

XX[宛先デバイスに登録され
ているCisco Unified
Communications Managerの
名前(Registered Cisco
Unified Communications
Manager for Destination
Device)]

XX[宛先のモデル(Destination
Model)]
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発信できない最近、電話機の

電源を切って入

れ直した

直前のコールに

問題がある

現在のコール

に問題がある

情報ソース

XX[宛先のプロダクト
(Destination Product)]

X[発呼側番号(Calling Party
Number)]

X[最初の着信側番号(Original
Called Party Number)]

X[最終的な着信側番号(Final
Called Party Number)]

X[最後のリダイレクト
DN(Last Redirect DN)]

X[globalCallID_callManagerId]

X[globalCallID_callId]

XXXX[サンプリング間隔
(Sampling Duration)]

XXXX[サンプリング頻度
(Sampling Frequency)]

XXXX[クラスタID(Cluster ID)]

Cisco Business Edition 5000
がサポートするのは1つの
ノードだけです。

XXXX[カテゴリ(Category)]

XXX[原因コード(Reason Code)]

XXXX[レポートが送信されたと
きのタイムスタンプ
(TimeStamp When Report is
Submitted)]
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発信できない最近、電話機の

電源を切って入

れ直した

直前のコールに

問題がある

現在のコール

に問題がある

情報ソース

XXXX[sProtocol]

sProtocolは、電
話機のソースプ

ロトコルを表し

ます。このプロ

トコルの値は、

SCCPを実行して
いる電話機の場

合は 1、SIPを実
行している電話

機の場合は 2、
UNKNOWNの場
合は 0です。

（注）

XX[dProtocol]

dProtocolは、電
話機の宛先プロ

トコルを表しま

す。このプロト

コルの値は、

SCCPを実行して
いる電話機の場

合は 1、SIPを実
行している電話

機の場合は 2、
UNKNOWNの場
合は 0です。

（注）

ユーザへの QRT 機能の情報提供
Cisco Unified IP Phoneのガイドには、Cisco Unified IP Phone上で QRT機能を使用するための手順
が記載されています。詳細については、ご使用の電話機モデルに該当する Cisco Unified IP Phone
ガイドを参照してください。

QRT 機能のトラブルシューティング
Cisco Unifiedサービスアビリティには、Cisco Unified Communications Managerの問題のトラブル
シューティングを支援するWebベースのツールがあります。 Cisco Unifiedサービスアビリティの
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トレース設定、アラーム設定、およびリアルタイム監視ツールを使用して、QRTに関する問題を
トラブルシューティングします。詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration
Guide』を参照してください。

Traceツールと Alarmツールは連携して動作します。 Cisco CallManagerサービスのトレースとア
ラームの設定値を指定すると、ローカル Syslogsまたはシステム診断インターフェイス（SDI）ロ
グファイルにアラームを送信できます（SDIログファイルは、テキスト形式でだけ表示できま
す）。

Cisco CallManagerサービスのトレースは、デバッグレベル、特定のトレースフィールド、および
電話機やゲートウェイなどの Cisco Unified Communications Managerデバイスに対して設定できま
す。また、SDIトレースログファイルに送信されるアラームのトレースを実行することもできま
す。

問題をトラブルシューティングするには、トレース収集機能を使用してトレースファイルを収集

し、トレースデータを分析します（トレース収集機能には QRT Viewerが含まれます）。

トレース収集機能には、次の 3つの機能があります。

•トレースパラメータの設定

•トレースファイルの収集

•問題をトラブルシューティングするためのトレースデータの分析

Traceを有効にするとシステムのパフォーマンスが低下するため、Traceはトラブルシューティ
ングを行う場合だけ有効にしてください。 Traceの使用方法についての支援が必要な場合は、
Cisco TACにご連絡ください。

（注）

トラブルシューティングのヒント

以下の例で、QRTのシナリオをトラブルシューティングする際の一般的な問題と推奨処置をいく
つか示します。

[品質]ソフトキーを使用できない。

QRT機能を使用するには、ソフトキーテンプレートの作成、設定、および割り当てを行う必要が
あります。

[品質]ソフトキーが機能しない。

Cisco Extended Functionsサービス、Cisco CallManagerサービス、Cisco CTIManagerサービス、およ
び Cisco RIS Data Collectorサービスが動作しているかどうかを確認します。

QRTレポートにデータが含まれていない。

システムは、ユーザ、発信元 IP Phone、宛先 IP Phone、RIS Data Collector、Cisco Unified
CommunicationsManager、およびCisco Unified CommunicationsManagerデータベースなど、さまざ
まなソースからデータを収集します。宛先デバイスが、サポートされている IP Phoneであること
を確認してください。ゲートウェイなどのサポートされていないデバイスの場合、システムは宛

先デバイスからデータを収集しません。
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CiscoUnifiedサービスアビリティの各種ツールの詳細については、『CiscoUnified Serviceability
Administration Guide』を参照してください。

（注）

CiscoUnified CommunicationsManagerのトラブルシューティングについては、『Troubleshooting
Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

（注）
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